
理科グループ



研究授業（1回目）

• 授業研究（1回目） 高等部1年理科 「天気について知ろう」（夏）

【本時のねらい】

・晴天か曇り空か雨かなどの天候を実際に見て感じる。

・学校内、校舎の周りの日向とひかげを探す。

・天気によって気温差があることを感じ、温度計を使って調べる。

・日向、日陰の温度差を比べるなど、温度の違いがあることを知る。





本時の３観点に基づく評価

評価基準

知識・技能 ・日向と日陰を体感し、その違いに気づくこと
ができた。（Ⅰ）

・温度計を正しく扱い、観察し記録することが
できた。（Ⅱ）

思考力・判断力・
表現力

・日向と日陰の切れ目を行き来することで、
「暑い／涼しい」「明るい／暗い」を感じ伝え
ようとすることができた。（Ⅰ）

・日向と日陰の温度の違いについてタブレット
の画像をもとに調べることができた。（Ⅱ）

主体的に学習に取
り組む

・屋外に出て日向と日陰の違いについて意欲的
に活動することができた。



授業作りの５つの視点に基づく分析
視点

物理的環境 ・温度計は、もっと見やすいものが良い

補助的手段 ・温度の違いが視覚的に分かりやすく色分けしていて
良い（よりはっきりした色だと尚良い）

・タブレットの活用で、温度を記録でき良い。（本時
のまとめで活用できるだけでなく、別の季節に同様
な学習を行う際、活用できる）

人的支援

学習機会

多様な評価 ・生徒に実験の予想をさせたり、結果を見える形で発
表することで、生徒同士の評価につながる。

・ワークシートを活用して発表できる工夫が必要。



研究授業（２回目） 北肢研公開授業





本時の３観点に基づく評価

評価基準

知識・技能 ・風やゴムの力で動く物を体験することで、
これらの働きを知ることができた。

思考力・判断
力・表現力

・学習の対象物をよく見ているなど、学習
に関心を持つことができた。自分が感
じた気持ち（楽しいなど）を表情など
で伝えることができた。

主体的に学習に
取り組む

・自分から手を動かすなど、どの生徒も非
常に意欲的に取り組むことができた。



授業作りの５つの視点に基づく分析

視点

物理的環境 ・温度計は、もっと見やすいものが良い

補助的手段 ・温度の違いが視覚的に分かりやすく色分けしていて良い
（よりはっきりした色だと尚良い）
・タブレットの活用で、温度を記録でき良い。（本時のま
とめで活用できるだけでなく、別の季節に同様な学習を
行う際、活用できる）

人的支援

学習機会

多様な評価 ・生徒に実験の予想をさせたり、結果を見える形で発表す
ることで、生徒同士の評価につながる。

・ワークシートを活用して発表できる工夫が必要。



研究の成果と課題

•グループ研究での協議を通して、各学部（学年）の教
科指導に関する交流ができた。

•対象学年・グループの更なる授業改善を進めることが
できた。

•単元指導計画の立て方や評価規準について、グループ
での取り組みを通しながら、研修することができたが、
今後も実践を通しながら深めていくことは必要。


